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■3月の全国百貨店売上高は、前年比では2割弱の減少と
なりましたが、一昨年の水準をわずかに上回りました。販
売促進の催事が好調だったことや訪日外国人向けの売上
げが前年同月比2倍強に拡大するなど、明るさも見られま
した。 

■3月のコンビニの状況は、駆け込み需要で増加した月との
比較にもかかわらず好調です。弁当やパンなどの日配食
品の売上高は3カ月連続で増加し、来客数（既存店ベー
ス）は2カ月連続で増加しました。増税の影響が大きかった
タバコの売上減少の影響を除くと、3月の売上高は前年同
月比でプラスと堅調でした。 

■3月のスーパー売上高は、住宅関連品、衣料品、買いだめ
ができる加工食品などが大きく減少しました。一方、肉、魚、
野菜の生鮮食品はすべてプラスとなるなど堅調でした。 

「個人消費」、4月以降の回復に期待（日本） 

2015年4月23日 

消費税増税から1年以上が経過しました。当初は増税の消費への影響は比較的軽微と見られてい
ましたが、夏場にもたつきが見られ、主な小売関連指標は、前年比でマイナスが続いています。今
年4月以降は、前年が増税後の反動減もあり水準が低くなっていることから、小売関連指標はプラス
に転じることが期待されます。 

（No.1,563）〈マーケットレポートNo.4,152〉 

内閣府が17日に発表した「消費者態度指数（一般
世帯）」は、4カ月連続で前月比プラスとなりました。
同指数を構成する「暮らし向き」、「収入の増え方」、
「雇用環境」、「耐久消費財の買い時判断」のすべ
ての意識指標がプラスになっており消費マインド
の好転がうかがわれます。 

■「消費者態度指数」は4カ月連続のプラス ■賃上げ、ボーナスアップに期待 

2015年04月17日 ２つの「コード」が株式市場を変える（日本） 
2015年04月16日 明るさ増す「さくらレポート」（日本） 

3月は前年の消費税増税前の駆け込み需要が影響 
消費に底堅さは見られる 

百貨店はインバウンド消費拡大が続く 
コンビニは来客数が2カ月連続で増加 

企業収益拡大、賃上げの好循環で消費マインド改善に期待 

今年は昨年を上回る賃上げが見込まれます。加
えて、消費税増税後1年が経過し、次の増税まで
2年の猶予があることなどから、消費マインドの改
善が期待されます。企業収益の拡大基調が続い
ていることから、今年の夏のボーナスがアップし、
さらなる消費回復につながることが期待されます。 

■3月の全国百貨店、コンビニ、スーパーの売上高（既存店ベース、以下同様）は、消費税増税前の駆け
込み需要で急増した月との比較となるため前年比のマイナス幅はいずれも2月から拡大しました。しか
し、スーパー、コンビニでは駆け込み需要の影響が比較的小さかった食料品などの売上が増加し、コ
ンビニでは前年より来客数が増加しており、消費に底堅い動きもうかがわれます。 
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